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要旨 
本稿は前橋市にある中世石造物の調査・研究について、その意義と方法について述べた
ものである。中世石造物調査の意義については、石造物の史料学的特性と地域史的視点か
らその重要性に言及し、先行研究をふまえたうえで具体的な調査方法を提示した。以上に
もとづき実施した調査の結果を一覧表として掲載した。これは今後の現地調査の指標とな
るものである。さらに実施した現地調査から今後の調査の展望を述べた。 
 
 
 
１ 問題の所在 
 石造物とは石材で作られたものを指し、中世では故人の供養のため、あるいは来世での
安穏を祈るために作成されることが多かった。石造物には文字が刻印されている場合もあ
り、特定の人物の供養である旨の文言をともなったり、年紀が書かれることもある。関東
では、中世の文字史料が古文書のような紙の形で残存することは珍しく、年紀の記載によ
り確実に中世のことを伝えているとわかる石造物は、当時を知るための非常に重要で貴重
な史料なのである（注１）。 
 群馬県は中世石造物が比較的多い地域と言える。特に中世的石造物である板碑は、埼玉
県、東京都につぐ三千基を数えると言われる（注２）。このように板碑が多い理由のひとつ
は、多くの板碑の石材として使われている緑泥片岩＝青石とも言われる美しい石の産地が、
秩父山地に限られており、そこから比較的近いということが挙げられよう。また、いまひ
とつの理由として、中世群馬、つまり中世上野国における浄土信仰の広がりという面も見
逃せない（注３）。 
 もちろんこうした群馬の石造物に関する調査・研究は古くからなされている。群馬県師
範学校の教諭として着任していた頃を中心に、学生たちの協力のもと集めた拓本をもとに
刊行された千々和実編『上野国板碑集録（全）』西北出版株式会社、1977 年（注４）をはじ
めとして、その後の各自治体史などによる調査、刊行がなされたのであった。1980 年代後
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半から刊行が始められた『群馬県史』では、全三七巻中、資料編８に「中世４金石文」と
いう巻が用意され、石造物を含む県内の金石文が蒐集・調査され、1988 年に刊行されてい
る。また前橋ということに注目するならば、それをさらに遡る 1971 年に『前橋市史』が刊
行されており、第一巻、第八章、第二節「遺物からみた信仰表現」、２「石製遺物」のな
かに石造物が集録されている。 
 しかし、体系的にまとめられた『群馬県史』から、すでに 25 年が過ぎた。また、『前橋
市史』編纂からはまもなく 40 年が過ぎようとしている。そして、このあいだには、周知の
とおり平成の大合併で、2004 年には勢多郡大胡町・宮城村・粕川村が前橋市に編入合併さ
れ、2009 年には勢多郡富士見村が前橋市に加わった。それゆえに、いま現前橋市における
石造物調査を、前橋市に所在する共愛学園前橋国際大学（以下、本学と称する）を中心に
行っていくことは、時期的にも、また地域と本学のつながりということを考えても重要な
ことであると考える。 
 本学から最も近い小島田大門跡に残されている仁治元年(1240)の供養塔は、群馬県内で
最も古い板碑とも言われる。これは全国的にみても、最古の板碑である埼玉県大里にある
嘉禄 3 年(1227)の板碑から、13 年ほどしか経っていない時期のもので、全国でも 12 番目に
古い（注５）。 
『群馬県史』の分析を参考にすれば、現前橋市は石造物が比較的多い地域とも言える（注
６）。さらに、石造物の利点としては、ある程度の大きさのものの場合、石そのものの移動
がたやすくはないため、中世当時よりその場にあったとも考えられる。すなわち、移動可
能な古文書以上に、中世の群馬、中世の前橋そのものを語る貴重な史料なのである（注７）。 
 とはいえ、石造物は、その保存という側面から考えると、同じ中世段階の史料であるの
に、古文書のように手厚い保存措置がとられているとは言えず、路傍に置かれたままの場
合もある（注８）。したがって、石造物の現況は最新のものである『群馬県史』以降、何か
しらの変化を遂げている場合も想定される。本稿はこの調査・研究のはじまりを宣言する
ものにすぎないのであるが、述べてきたような地域的・時代的特色のある現前橋市の中世
石造物に関する調査を、いま始める意味は充分にあると言えるだろう。 
 以下では、まだはじめたばかりのこのような石造物に関する調査について、現段階にお
ける方針や方法、また調査の現状、今後の展望などを述べておきたい。 
 
２ 調査方法 
 現段階での中世石造物に関する調査の手順や、方法を述べておきたい。 
① 既存自治体史からの調査（予備調査①） 
 「はじめに」でも述べたように、群馬の石造物、特に板碑に関しては、戦前から研究の
蓄積がある。それらをふまえて戦後編纂された『前橋市史』と『群馬県史』をもとに、ま
ずは合併後の現前橋市域には、どれほどの中世石造物が存在したのかということを確認す
ることとした。具体的には、『前橋市史』第一巻のなかの第八章、第二節「遺物からみた
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信仰表現」、２「石製遺物」と、『群馬県史』資料編８「中世４金石文」をもとにして、
旧前橋市域の『前橋市史』にとられている石造物は全てとり、『群馬県史』資料編８と照
合した。また、『群馬県史』の編纂は平成の大合併より前なので、『群馬県史』から勢多
郡大胡町・宮城村・粕川村・富士見村のものを抽出する。なお、本来は中世石造物全てに
ついて行うべきではあるが、数が膨大であることなどから、当面は中世石造物として取り
上げられることの多い五輪塔・板碑・宝篋印塔の三つについて、その中でも年紀が記され
ているものを対象として調査するという方針をたてた。 
② 所在調査（予備調査②） 
 ①の方針にのっとり、既存の自治体史を参照した中世石造物を抽出したならば、これら
がいまも存在するのかという所在確認をする必要がある。なぜなら、前回の本格的調査成
果である『群馬県史』から、すでに 25 年が経過しており、この間に石造物自体の風化が進
んだり、その所在自体がわからなくなってしまったものもあることが想定されるからであ
る。中世石造物という貴重な中世史料を、過去から受け継ぎ、未来に残していくためには、
現況を把握することが何よりも必要なのである。 
 所在確認調査のなかで、すでに失われてしまったものもあるだろうが、何らかの理由で
過去の自治体史の調査では取られなかった石造物の発見があることを期待したい。所在確
認のなかで、重要なもの、風化が進みそうなものに関しては、拓本をとるなどもしていく
つもりである。 
③ 本調査（悉皆調査） 
 ①②の基礎的な調査を経たならば、ゆくゆくは本調査として、現前橋市にある中世石造
物、まずは五輪塔・板碑・宝篋印塔に関する悉皆調査を行うべきであろう。 
 なお、実際の調査のなかで、調査方法が確立してきたら、先の三種に限らず、赤城南麓
に特徴的な赤城塔とも称される「石製宝塔」も、調査したいと考えている。 
 
３ 現段階での調査結果 
 以上の方針にしたがい、まずは①既存自治体史からの調査を行った。先行研究である『前
橋市史』『群馬県史』のなかから、現前橋市にあったとされる中世石造物を五輪塔・板碑・
宝篋印塔ごとに一覧にした表が、【前橋市にある中世石造物一覧表】（以下、一覧表と称
する）である。この結果、現前橋市には、五輪塔５基、板碑 138 基、宝篋印塔 56 基が存在
していたことが明らかになった。ただし、備考欄からわかるとおり、『前橋市史』や『群
馬県史』の時点で、すでに確認できないものも多いこともわかった。先述したように戦前
の蒐集結果である『上野国板碑集録』よれば存在していたことがわかる（自治体史編纂時
にはすでに確認できなかった）、というものも少なくはない。今日に至るまでにも多くの
石造物が失われているのである。 
 これらのことを踏まえて、②所在調査を行った。実際には調査を始めたところというの
が現段階である。所在調査は、まず一覧表にあるものを「対象物」とし、それがあるかど
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うかを確認する。かつ、『前橋市史』『群馬県史』に取られていない中世石造物の確認を
行う。さらには、この所在調査のなかで、一覧表中に「確認できず」となっていたものが
再確認できることも期待する。 
 2013 年度の所在調査は、本学の所在地である小屋原を中心とした地域、前橋市市街地を
中心とした地域、元総社を中心とした地域について行った。実際に調査できたのはほんの
数カ所ではあったが、対象物は確認できたものも、残念ながらやはり確認できないものも
あった。また、確認できた場合でも、対象物がなかなか見つからないということも少なく
はなかった。これら調査結果の詳細は、もう少し調査を重ねた上での後稿に委ねることに
したい。とはいえ、今回の所在調査での成果は、『前橋市史』『群馬県史』などかつての
自治体史では収採されてこなかった安山岩の板碑を多く見出したことと言えよう。既存自
治体史で収採されなかった理由は、それらの板碑に年紀が明記されていないためと考えら
れる。関東の板碑は緑泥片岩のものが多いが、前橋市には安山岩の板碑も少なからず見ら
れることがわかったのである（この点についての注目は、共同研究者太田まり子氏・村山
卓氏のご教示による）。このことについては今後も調査を進めていくしかないが、前橋市
の特徴とも言えるかもしれない。これからの調査の一つの注目点としたい。 
 
４ まとめにかえて ―今後の調査の展望― 
 中世石造物に関する調査について述べてきた。現地調査はまだ始まったばかりである。
今後の調査は、引き続き所在を確認する基礎的調査を進めながらも、特徴的な石造物につ
いては、カードをとり、拓本をとったり、写真を撮るなどして、前橋市における中世石造
物の記録をためていく。特に 2013 年度に所在調査に入った本学を中心とした地域や前橋市
中心部などを、引き続き主たる調査地域として所在調査を進めながら、平成の大合併で前
橋市となった赤城南麓地域にも、調査範囲を広げてゆきたい。このような基礎的調査を行
うことによって知識や記録を蓄積し、それらをふまえた中世石造物の悉皆調査（上記③の
本調査）へと進めてゆきたいと考えている。 
 これからの調査進展のためには、石造物の所蔵者である当該地域の寺社や人々との関係
が大切になってくる。調査を通じて、地域の人々との交流も大事にしてゆきたい。聞き取
りなども行い、地域の歴史を様々な方向から考えていくきっかけともなるだろう。 
 また、このような調査はフィールドワークの良い教材である。調査には学生の協力を募
り、貴重な歴史教育の実践的場ともなることを期待する。これらのことを通して、歴史資
料の存在や、保存ということを考えてゆく機会としたい。 
 
注 
１ 千々和実編『上野国板碑集録（全）』「序」、西北出版株式会社、1977 年。 
２ 千々和到「さて、この板碑たちをどう残すか」（『群馬県史しおり』資料編８中世４、
1988 年）。千々和到『板碑とその時代』平凡社、1988 年。 
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３ 『群馬県史』資料編８中世４「解説」、1988 年。ただし、浄土信仰の広がりに関して 
は石造物に関する調査を経て、改めて分析することも必要であろう。 
４ 千々和到「「上野国板碑集録」の成立事情」（『近藤義雄先生卒寿記念論集』2010 年）、 
千々和実編注１著書。 
５ 千々和実編注１著書。千々和実『板碑源流考』吉川弘文館、1987 年。  
６ 『群馬県史』資料編８中世４「解説」・「付録」によれば、「前橋・勢多」地域は、
「太田・新田」・「富岡・甘楽」・「館林・邑楽」地域などに次いで石造物が多いことが
わかる。 
７ 千々和実編注１著書「序」。 
８ 千々和到注２論文。 
９ 本調査は 2013 年度共愛学園前橋国際大学共同研究費、前橋市歴史遺産活用委員会の 
10 プロジェクトのひとつ、中世石造物ＰＴとして研究費の交付を受けている。2013 年度の
共同研究者は、田中大喜（駒場東邦中学・高等学校教諭）・太田直之（國學院大學人間開
発学部准教授）・太田まり子（東京大学史料編纂所研究支援推進員）である。また、本年
度の現地調査には伊藤瑠美（十文字学園女子大学・京都造形芸術大学非常勤講師）・村山
卓（公益財団法人埼玉県埋蔵文化財事業団）の協力と、本学３年生、綿貫恵祐・加藤俊樹・
柳澤桂太の協力を得た。 
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【前橋市にある中世石造物一覧表】
石造物 所在地 年号 西暦 月日 石材 法量 状態（完型・一部欠損・部分）
1 五輪塔 亀里町　極楽寺 文安四年 1447年 安山岩 総高６５．０ （部分）空輪欠
2
五輪塔 嶺町　鳥山淞治家墓地 延徳四年 1492年 安山岩 確認できず
3
五輪塔 亀里町　極楽寺 明応九年 1500年 六月四
日
安山岩 地輪高２８．５　幅３２．
０
（部分）地輪のみ？
4
五輪塔 西大室町　めいがん様 永正七年 1510年 一二月 安山岩 総高１１５．０、地輪高２
８．０、幅３２．７
完型
5
五輪塔 上細井町　岡庭修氏蔵 永正八年 1511年 一一月
一二日
安山岩 地輪高２２．０、幅２７．
０
完型（すべて同一期
ではない）
6
五輪塔 新井町神沢川畔　細井家墓地 天正十五
年
1587年 三月 安山岩 地輪高１８．０、幅２２．
５
1
板碑 小島田町大門跡 仁治元年 1240年 十二月
十七日
安山岩 総高１２９．０、総幅１０
０．０、最大厚５７．０
2
板碑 六供町　城南小学校 建治三年 1277年 （部分）上下欠
3
板碑 公田町　乗明院 弘安四年 1280年 高１６８．０、幅３９．
０、厚５．２
4
板碑 勢多郡粕川村女淵　龍光寺 弘安六年 1282年 □月十
日
高５３．５、幅２６．８、
厚３．３
（部分）上下欠
5
板碑 小島田町　下田泰衛氏蔵 弘安七年 1283年 五月四
日
高９２．５、幅２７．３、
厚３．５
（部分）上下二石に
分割
6 板碑 西大室町　岡部毅氏蔵 正安四年 1302年 十月 高５０．０、幅２２．０ （部分）上欠
7
板碑 勢多郡大胡町河原浜　応昌寺 徳治元年 1306年 高５２．７、幅２１．０、
厚２．７
8 板碑 上大島町　浄土院 徳治四年 1309年 六月 高４２．０、幅１９．０ （部分）下欠
9
板碑 富田町　富田町中組 延慶□ 1308～
1310年
（部分）上下・左欠
10
板碑 勢多郡富士見村小暮　須田氏
蔵
正和二年 1313年 三月
11
板碑 小坂子町　角田龍平氏蔵 正和二年 1313年 九月 高１３．５、幅１０．０ （部分）上下欠
12 板碑 西大室町　大室神社 正和三年 1314年 七月
13
板碑 西大室町　大室神社 正和三年 1314年 十二月 高５７．０、幅１６．０、
厚２．０
14 板碑 西大室町　中諏訪八幡 正和三年 1314年
15
板碑 西大室町　中島観音 正和四年 1315年 二月 高４７．０、幅１８．５、
厚２．５
（部分）上欠
16
板碑 勢多郡富士見村小暮　池田茂
房氏蔵
正和四年 1315年 六月 高６７．５、幅２３．５、
厚２．８
17
板碑 上細井町　設楽茂雄氏蔵 正和四年 1315年 六月 高３６．０、幅２０．０、
厚２．０
（部分）下欠
18
板碑 勢多郡富士見村皆沢　斎田氏
蔵
正和四年 1315年 六月
19
板碑 勢多郡富士見村石井　珊瑚寺 正和四年 1315年 十月三
日
高９７．０、幅４４．０、
厚５．５
（部分）上欠
20 板碑 西大室町　大室神社 正和四年 1315年
21
板碑 勢多郡宮城村三夜沢　真隅田
登美雄氏蔵
正和五年 1316年 八月 高６１．０、幅２１．５、
厚１．８
22
板碑 小島田町　浅野福治氏蔵 文保元年 1317年 十月十
一日
高４４．０、幅１６．５、
厚２．０
23
板碑 勢多郡宮城村鼻毛石　町田家
墓地
文保元年 1317年 十一月
十一日
高５４．５、幅２３．５、
厚２．４
（部分）下欠
24 板碑 西大室町　大室神社 正和六年 1317年 十二月
25
板碑 本町三丁目　松竹院 元応元年 1319年 十月 高６４．０、幅２６．５、
厚２．３
（部分）下欠
26
板碑 朝日町一丁目　関庄作氏蔵 元応二年 1320年 八月 高７８．０、幅２２．０
27
板碑 鶴光路町　善光寺 元応三年 1321年 二月十
四日
高１０３．８、幅２９．
７、厚２．７
28
板碑 勢多郡大胡町大胡　大沢政壽
氏蔵
元享元年 1321年 十月 高４３．０、幅１４．０
29
板碑 日吉町一丁目　群馬県師範学
校
元享二年 1322年 三月 高５６．０、幅２７．０ （部分）上欠
30
板碑 勢多郡大胡町大胡　小林勝氏
蔵
元享二年 1322年 七月 高３６．５、幅１４．５、
厚１．８
（部分）上下欠
31 板碑 勢多郡粕川村室沢西北端出土 元享二年 1322年 七月
32
板碑 勢多郡粕川村中之沢　大谷茂
氏蔵
元享三年 1323年 二月 高６８．３、幅２１．０、
厚３．０
（部分）上下二石に
分割
33
板碑 勢多郡大胡町河原浜　北爪健
次氏蔵
元享三年 1323年 二月 高３２．５、幅１６．４、
厚１．７
（部分）下欠
34
板碑 下沖町　県立前橋高校 元享四年 1324年 三月六
日
高１１８．０、幅３３．０ （部分）下欠
35
板碑 南町二丁目　丸山知良氏蔵 元享四年 1324年 高４６．０、幅１９．７、
厚１．３
（部分）下欠。八片
に分割
36
板碑 勢多郡富士見村小暮　須田又
八郎氏蔵
正中二年 1325年 三月
37
板碑 勢多郡大胡町堀越　大胡中学
校
正中二年 1325年 十月
38
板碑 勢多郡大胡町堀越　養林寺 正中三年 1326年 八月 高７５．０、幅２４．０、
厚２．５
（部分）上欠
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九四 7 文安四年□□ 地輪正面 空輪欠。『勢多郡誌』による。確認できず。
一三〇 10 延徳四年 地輪正面 『芳賀村誌』による。確認できず。前橋市史から
現在不明
一三八 爲銀榮妙鈆大姉 地輪正面
一四五 爲明巌□哲禅定門/奉造立石塔一
基/于時永正蒼苗　極月日
地輪正面 完型
一四七 11 皈真良海法印/靈/永正八十一月
十二日
地輪正面 もと牛久保、各部同期作ではない（市史）
二〇六 □海原基（地輪正面）天正十五/
三月（側面）
地輪正面/
側面
一 1 サク（左）/
弥陀坐像（中
央）/サ
（右）
（阿弥陀如来坐像）/右志者為過
/去子息少兒/幽靈出離生/死往生
極楽/證大□（菩）提也/仁治元
年十二月十七日/橘清重
詳細あり（前橋市史・群馬県史）
七〇 2
（欠）
建治三年□ 花瓶有り。『上野国板碑集録』による。確認でき
ず。（群馬県史）/破片で花瓶画あり。（前橋市
史）
八六 3
来迎弥陀三尊
立像画
（阿弥陀三尊立画像）　弘安四
年
二条線・枠線有り。（群馬県史）/銘文の上に花
瓶一対線彫、中尊は踏割蓮座に立つ。（前橋市
史）
九九
サク（左）/サ（右）
爲父母現當二/弘安六年□月十日
/世悉地円満也
一〇三 4 キリ-ク（上）/サ
ク（左）/サ
（右）
甲五/弘安七年/申四 線刻二条線・枠線有り。（群馬県史）/月日の左
右に花瓶線彫あり。現状は割れて二石、昭和三九
年部落西水田中より発見された。（前橋市史）
二二二 サク（左）/サ（右） 正安四年十月日 『上野国板碑集録』による。
二六六 キリ-ク（上）/
サク（左）/サ
（右）
徳治元年□日 二条線有り。
二九七 キリ-ク 徳治四年/六月 『上野国板碑集録』による。
三三一 5
キリ-ク
（光明真言）　延慶□ 枠線有り。『荒砥村郷土誌』による。確認でき
ず。
三五〇 正和二年三月 『勢多郡誌』による。
三五七 6 正和二年九月日 『前橋市史』第一巻による。確認できず。（群馬
県史）/蓮座の一部年号銘の上にあり。
三六五 7 キリ-ク（県史に記載無し） 正和三年七月 『上野国板碑集録』による。確認できず。
三六九 8 キリ-ク（上）/サ
ク（左）/サ
（右）
正和三年十二月日 『上野国板碑集録』による。確認できず。（群馬
県史）/サ、サクの種子極めて小さい。
三七〇 9 正和三年 『上野国板碑集録』による。
三七二 12 正和四年二月日 『荒砥村郷土誌』による。
三八一 キリ-ク（上）/サ
ク（左）/サ
（右）
正和四年六月日 二条線有り。両脇侍種子は極小。
三八三 11 キリ-ク（上）/サ
ク（左）/サ
（右）
正和四年六月 二条線・枠線有り。両脇侍種子は極小。
三八四 正和四年六月 『勢多郡誌』による。
三九〇
サク（左）/サ（右）
（光明真言）沙弥定蓮生年/正和
三年十月三日/（光明真言）七十
二首時往生
枠線有り。「行光」は横書で枠外に有り。下部埋
め込み。
三九四 キリ-ク（上）/サク（左）/サ（右） 正和四年 『上野国板碑集録』による。確認できず。
三九九
キリ-ク
正和五年/八月　日 二条線有り。
四二〇 15
キリ-ク
文保元年/十月十一日 蓮座は線刻、小島田町出土。（前橋市史）
四二六
キリ-ク
文保元年/十一月「十一」日 二条線有り。「」内追刻。他に破片六枚有り。
四二九 14 正和六年十二月 『上野国板碑集録』による。確認できず。
四六六
キリ-ク
元广元年十/善阿 二条線有り。
四七三 16
キリ-ク
『上野国板碑集録』による。確認できず。（群馬
県史）/出土地不明（前橋市史）
四八一 17
キリ-ク（上）/サク（左）/サ（右）
四九二
バク
種子は釈迦。『上野国板碑集録』による。
五〇二
サク（左）/サ（右）
『上野国板碑集録』による。焼失。
五〇九
キリ-ク
種子半欠
五一〇 『上野国板碑集録』による。
五二二
キリ-ク
二条線有り。同地山林開墾時出土。
五二五
キリ-ク
二条線有り。
五三一 18 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
（光明真言）/（光明真言） 二条線・枠線有り。『上野国板碑集録』による。
確認できず。天蓋、瓔珞、光明真言あり。（上野
国板碑集録）
五三八
キリ-ク
月日 二条線有り。勢多郡大胡町茂木字ノ山出土。
五五一 『上野国板碑集録』による。
五五七 『勢多郡誌』による。確認できず。
五七五
キリ-ク（上）/サク（左）/サ（右）
二条線有り。
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39
板碑 南町二丁目　丸山知良氏蔵 嘉暦元年 1326年 八月 高４７．０、幅２１．０、
厚２．３
（部分）上下欠
40 板碑 荒子町　高坂与平氏蔵 嘉暦元年 1326年 十月 高２９．０、幅１８．０ （部分）上欠
41
板碑 勢多郡大胡町堀越　大胡中学
校
嘉暦二年 1327年 十一月
42 板碑 勢多郡宮城村柏倉西房 嘉暦二年 1327年
43
板碑 勢多郡粕川村女淵　粕川小学
校
嘉暦三年 1328年 十月 高５３．８、幅１８．５、
厚１．７
（部分）下欠
44
板碑 勢多郡粕川村女淵　金子允一
氏蔵
嘉暦三年 1328年 十一月 高４７．５、幅２０．５、
厚２．１
（部分）上欠
45
板碑 勢多郡宮城村鼻毛石　深沢氏
蔵
元徳元年 1329年
46
板碑 勢多郡粕川村月田　鍛冶屋薬
師堂
元徳二年 1330年 七月廿
四日
高６１．０、幅２０．８、
厚２．０
47
板碑 嶺町　須田吉造家墓地 元徳二年 1330年 八月 高５４．０、幅１８．０、
厚２．０
（部分）上下二石に
分割
48
板碑 嶺町　須田吉造家墓地 元徳三年 1331年 高５５．０、幅２６．０、
厚２．０
（部分）左上・下欠
49
板碑 勢多郡宮城村鼻毛石字一本木 元徳四年 1332年 一月十
八日
高６７．０、幅２８．０ （部分）上・左欠
50
板碑 西大室町　大室小学校 元弘三年 1333年 七月 高３９．０、幅１８．０ （部分）下欠
51
板碑 勢多郡粕川村深津　岡田昭作
氏蔵
元弘三年 1333年 八月 高５３．５、幅１８．０、
厚１．７
52
板碑 勢多郡粕川村女淵　金子允一
氏蔵
正慶二年 1333年 八月 高５０．７、幅１７．８、
厚１．５
53
板碑 勢多郡富士見村石井　珊瑚寺 建武元年 1334年 三月十
日
高１６０．０、幅４０．
０、厚５．０
54
板碑 勢多郡富士見村石井　珊瑚寺 建武二年 1335年 二月 高１４４．５、幅４０．
０、厚５．０
55
板碑 小屋原町　泉蔵寺 建武二年 1335年 五月廿
一日
高５０．５、幅３０．０、
厚３．５
（部分）上欠
56
板碑 勢多郡大胡町大胡　小林勝氏
蔵
延元元年 1336年 八月 高４４．５、幅１９．０、
厚１．８
（部分）上欠
57
板碑 勢多郡粕川村月田字丸山　古
墳出土
延元元年 1336年
58
板碑 泉沢町　円明寺 建武四年 1337年 二月 高４６．０、幅１８．０、
厚２．５
（部分）下欠
59
板碑 勢多郡大胡町大胡　高橋照之
助氏蔵
建武五年 1338年 八月
60
板碑 西片貝町　阿弥陀霊園 建武□ 自然石
安山岩
高１１４．０、幅４７．
７、厚３７．８
61 板碑 荒口町　権現山 建武□ 高６６．０、幅２０．０ （部分）下欠
62
板碑 元総社町 暦応二年 1339年 七月廿
三日
63
板碑 西大室町　大室神社 暦応二年 1339年 八月 高６３．０、幅２０．０
64
板碑 勢多郡粕川村月田　田村友次
郞氏蔵
暦応三年 1340年 十一月 高５０．０、幅２１．５、
厚２．０
（部分）上欠
65
板碑 勢多郡大胡町横沢　大沢安雄
氏蔵
暦応二年 1339年 二月十
八日
自然石
安山岩
高１３４．０、最大幅６
０．０、奥行５２．０
暦応五年 1342年 二月十
八日
康永二年 1343年 二月十
八日
康永二年 1343年 六月廿
六日
66
板碑 勢多郡粕川村月田　近戸神社
裏
暦応五年 1342年 二月十
八日
67
板碑 日輪寺町　日輪寺 康永二年 1343年 十月 高４３．０、幅１９．５、
厚２．０
（部分）下欠
68 板碑 二之宮町　二之宮小学校 康永三年 1344年 二月
69
板碑 勢多郡富士見村時沢　北爪節
章氏蔵
康永三年 1344年 三月五
日
高６２．５、幅１９．５、
厚２．５
70
板碑 勢多郡大胡町河原浜　北爪健
次氏蔵
康永 高３１．２、幅１６．５、
厚１．８
（部分）下欠
71
板碑 勢多郡宮城村馬場　堤浩一氏
蔵
康永 高３３．０、幅１８．０、
厚２．０
（部分）下欠
72 板碑 勢多郡宮城村柏倉西房 貞和二年 1346年 七月
73
板碑 勢多郡富士見村小暮　須田又
八郎氏蔵
貞和二年 1346年 八月
74
板碑 六供町　寿延寺 貞和二年 1346年 高１２５．８、幅３６．
０、厚４．０
75
板碑 勢多郡宮城村三夜沢　杉下幹
樹氏蔵
貞和三年 1347年 四月 高３５．５、幅１７．８、
厚１．９
（部分）上欠
76
板碑 勢多郡宮城村三夜沢　板橋巌
根氏蔵
貞和三年 1347年 四月
77
板碑 勢多郡宮城村苗ヶ島　金剛寺 貞和三年 1347年 八月
78
板碑 勢多郡大胡町堀越　大胡中学
校
貞和四年 1348年 七月
79
板碑 勢多郡大胡町大胡　大島太平
氏蔵
貞和四年 1348年 十月 高５５．０、幅１９．０
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五七七
キリ-ク
勢多郡大胡町大字茂木字上ノ山出土。
五八一 19 （欠） 『上野国板碑集録』による。
六〇二
弥陀種子・蓮座
弥陀種子・蓮座 『勢多郡誌』による。確認できず。
六〇七 『上野国板碑集録』による。
六一八
キリ-ク
二条線有り。膳城跡出土。船戸岩司氏寄贈。
六二一 女淵近江堂出土。
六五二
弥陀種子・蓮座
弥陀種子・蓮座 『勢多郡誌』による。
六五八
キリ-ク
二条線・枠線有り。
六六〇
キリ-ク
二条線有り。
六八一
キリ-ク（上）/サク（左）/サ（右）
二条線有り。
六八六
サク（左）/サ（右）
光明真言有り。『上野国板碑集録』による。
七〇四 21 キリ-ク 光明真言有り。『上野国板碑集録』による。確認
できず。
七〇七 キリ-ク 二条線有り。
七一一 キリ-ク 二条線有り。女淵近江堂出土。
七二六 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
（光明真言）/（光明真言） 二条線・枠線有り。下部埋め込み。
七四三 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
（光明真言）/比丘尼　蓮阿/
（光明真言）
二条線・二重枠線有り。下部埋め込み。
七四六 枠線・差し込み部有り。
七六八 キリ-ク 二条線有り。大胡町教育委員会保管。
七七九 月　日 『上野国板碑集録』による。
七八四 22 キリ-ク 二条線有り。
八一三 『勢多郡誌』による。確認できず。
八二九 キリ-ク 将棋駒形の碑面に１．０程長方形に彫り込み、中
央に種子と紀年を刻す。下部コンクリート付け。
八三〇 23 キリ-ク 二条線有り。『荒砥村郷土誌』による。
八四一 24 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
旧理研工場敷地出土。『元総社村誌』による。確
認できず。（群馬県史）/同時出土の板碑二枚は
年号なし。三枚とも現在不明。（元総社村誌）
八四二 25 キリ-ク（前
橋市史には記
載無し）
『上野国板碑集録』による。確認できず。
八六〇 キリ-ク
八六九 サ 施主長源子満 正面 天井部には□（キリ-ク）大日を刻す。側面三の
紀年銘のみ書体異なる。紀年銘は追刻の疑いがあ
る。
キリ-ク 長源子満 側面１
バク 満福庵主長源子満 側面２
バイ 辞世敬白 側面３
八八五 『上野国板碑集録』による。
九一二 26 キリ-ク 二条線有り。
九二一 『上野国板碑集録』による。確認できず。
九二三 キリ-ク 二条線有り。
九四七 キリ-ク 二条線有り。
九四八 キリ-ク 二条線有り。他に破片三枚有り。
九五九 『上野国板碑集録』による。
九六四 『上野国板碑集録』による。
九七九 28 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
（光明真言）/（光明真言） 二条線・枠線・差し込み部有り。（群馬県史）/
年号の両側に各二行光明真言あり。裏面に「善誉
蓮心」とあり。（前橋市史）
九八五
九八六 『上野国板碑集録』による。
九九〇 （不動大日弥
陀の種子）
（不動大日弥陀の種子） 『上野国板碑集録』による。確認できず。
一〇一〇 『勢多郡誌』による。確認できず。
一〇一四 キリ-ク 『上野国板碑集録』による。
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80
板碑 西大室町　大室神社 貞和五年 1349年 三月 高４３．０、幅１８．０ （部分）上欠
81
板碑 勢多郡宮城村鼻毛石　町田真
栄氏蔵
貞和五年 1349年 十一月 高５９．０、幅２０．０
82
板碑 大手町二丁目　前橋市立図書
館
貞和五年 1349年 十月 高４９．０、幅１９．０
83
板碑 大手町二丁目　前橋市立図書
館
貞和五年 1349年 高４５．０、幅２６．０
84 板碑 富田町　富田町上組 貞和五年 1349年
85 板碑 朝日町一丁目　関庄作氏蔵 観応元年 1350年 十一月 高３９．０、幅１８．０ （部分）上下欠
86
板碑 勢多郡宮城村鼻毛石　町田家
墓地
貞和六年 1350年 高１４．５、幅１３．５、
厚２．０
（部分）中心部のみ
有り。
87
板碑 勢多郡宮城村鼻毛石　町田家
墓地
貞和 高２８．０、幅１６．５、
厚２．４
（部分）下欠
88 板碑 朝日町一丁目　関庄作氏蔵 観応二年 1351年 十一月 高５１．０、幅３３．０ （部分）上下欠
89
板碑 笂井町　安養院 □（正）
平七年
1352年 二月 幅２５．０ （部分）上欠
90
板碑 西大室町　大室神社 正平七年 1352年 四月 高６０．０、幅２０．０ （部分）上下二石に
分割
91 板碑 西大室町本城 正平七年 1352年
92
板碑 勢多郡粕川村皆戸　坂本真之
助氏蔵
文和二年 1353年 一月 （部分）下欠
93
板碑 鶴光路町　善光寺 文和二年 1353年 三月 高９３．２、幅２７．８、
厚２．４
94 板碑 小坂子町 文和二年 1353年 十月 高５４．０、幅１８．０
95
板碑 勢多郡大胡町堀越　阿久沢千
代吉氏蔵
文和二年 1353年 十月 高４０．０、幅１６．０
96
板碑 下大島町　産泰神社 文和三年 1354年 十月 高５２．０、幅１７．０、
厚１．５
97
板碑 小島田町　下田敬治氏蔵 文和三年 1354年 十一月 高４９．８、幅１５．４、
厚２．０
98
板碑 勢多郡大胡町堀越　養林寺 文和四年 1355年 高６３．０、幅２７．０、 （部分）下欠
99
板碑 本町一丁目　豊国義孝氏蔵 文和五年 1356年 四月 高３９．０、幅１６．０ （部分）上欠
100
板碑 勢多郡宮城村三夜沢　真隅田
登美雄氏蔵
延文元年 1356年 十月 高５０．０、幅１９．５、
厚２．２
（部分）上欠
101
板碑 南町二丁目　丸山知良氏蔵 延文二年 1357年 七月 高４７．４、幅１５．７、
厚２．０
102
板碑 勢多郡宮城村柏倉　阿久沢弥
一郎氏蔵
延文二年 1357年 十月廿
六日
高３８．６、幅２３．５、
厚２．３
（部分）上下欠
103
板碑 勢多郡粕川村月田　高橋義見
氏蔵
延文三年 1358年 十一月 高６６．０、幅１９．５、
厚２．０
104
板碑 西大室町　大室小学校 延文三年 1358年 高４４．０、幅２０．０ （部分）上欠
105
板碑 川曲町　柳井霊廟 延文四年 1359年 八月 高８７．０、幅２７．５、
厚２．７
106 板碑 本町一丁目　豊国義孝氏蔵 延文五年 1360年 十月 高３４．０、幅２０．０ （部分）上欠
107
板碑 勢多郡宮城村苗ヶ島　金剛寺 延文六年 1361年 三月 高４２．５、幅１９．８、
厚２．１
（部分）上・右下欠
108
板碑 西善町　村瀬重家墓地 延文六年 1361年 延月六
日
高４０以上、幅２６以上 （部分）上欠
109
板碑 勢多郡大胡町滝窪　滝窪小学
校
延文 高３０．０、幅２１．０ （部分）上下欠
110 板碑 西大室町　大室神社 康安二年 1362年 十月 高２２．０、幅１７．０ （部分）上下欠
111
板碑 下大屋町　馬場清一郎氏蔵 康安二年 1362年 十一月 高４０．０、幅１６．５、
厚２．０
（部分）下欠。上下
二石に分割
112
板碑 二之宮町　磯部良雄氏蔵 貞治二年 1363年 三月 高４６．０、幅１４．０、
厚１．５
113
板碑 上細井町　粕川清次郎氏蔵 貞治二年 1363年 十□月 高１０９．５、幅３０．
０、
114
板碑 勢多郡宮城村柏倉　阿久沢弥
一郎氏蔵
貞治二年 1363年 十□月 高４３．０、幅１７．０、
厚２．０
（部分）下欠
115
板碑 西善町　村瀬重家墓地 貞治二年 1363年 高１０７．０、幅２８．０
116
板碑 勢多郡大胡町堀越　横堀亀蔵
氏蔵
貞治三年 1364年 十月
117
板碑 勢多郡大胡町大胡　小林勝氏
蔵
貞治三年 1364年 高３５．０、幅１７．０、
厚１．７
（部分）下欠
118 板碑 上大島町　淨土院 貞治四年 1365年 六月 高４４．０、幅１９．０
119 板碑 西大室町　大室神社 貞治五年 1366年 高３１．０、幅１５．０ （部分）下欠
120
板碑 西大室町　大室神社 貞治五年 1366年 高３３．０、幅１５．０ （部分）下欠
121
板碑 勢多郡粕川村女淵　松村四万
吉氏蔵
応安元年 1368年 八月 高５９．２、幅２０．０、
厚２．２
（部分）左下欠
122
板碑 江原三郎氏蔵 応安五年 1372年 四月三
日
123
板碑 亀里町　極楽寺 応安 高９２．５、幅２６．５、
厚３．０
（部分）上下二石に
分割
124
板碑 勢多郡大胡町滝窪　滝窪小学
校
永和三年 1377年 十月 高３４．０、幅１３．０ （部分）上欠
125
板碑 荒牧町　群馬大学史学研究室 永和四年 1378年 十月 高４３．０、幅１５．０
126
板碑 勢多郡粕川村女淵　龍光寺 永和五年 1379年 七月 高４７．０、幅１８．５、
厚１．８
（部分）上下二石に
分割  
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県史番号 前橋市史 種子 銘文 銘文の位置 備考（県史・市史の備考）
一〇二五 サク（左）/
サ（右）
『上野国板碑集録』による。確認できず。
一〇三二 キリ-ク 光明遍照/十方世界/貞和五年十
一月　日/念仏衆生/摂取不捨
『上野国板碑集録』による。
一〇三六 キリ-ク 『上野国板碑集録』による。確認できず。
一〇三七 キリ-ク 『上野国板碑集録』による。確認できず。
一〇三八 29 『荒砥村郷土誌』による。
一〇五六 キリ-ク 『上野国板碑集録』による。確認できず。
一〇五八
一〇六七 キリ-ク 二条線有り。
一〇八一 キリ-ク 十一月十/観応二年/四日敬白 『上野国板碑集録』による。確認できず。
一〇八七 『上野国板碑集録』による。確認できず。
一〇九〇 30 キリ-ク（前
橋市史には記
載無し）
『上野国板碑集録』による。確認できず。
一一〇九 『上野国板碑集録』による。
一一一八 『上野国板碑集録』による。
一一二二 31 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
（光明真言）/文和二年三月/
（光明真言）
キリークの線彫り深い。（上毛及上毛人八二号、
九四号）
一一三一 キリ-ク 『上野国板碑集録』による。
一一三三 キリ-ク 『上野国板碑集録』による。
一一六三 32 キリ-ク（前
橋市史には記
載無し）
二条線有り。
一一六七 キリ-ク 二条線有り。他破片三枚有り。
一一八五 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
師範学校寄託。のちすべて焼失。『上野国板碑集
録』による。
一一九二 千代田町二丁目田村寿氏旧蔵。『上野国板碑集
録』による。確認できず。
一一九七
一二一五 キリ-ク 二条線有り。勢多郡大胡町大字横沢字元薬師出
土。
一二二五 サク（左）/
サ（右）
他に破片一枚有り。
一二三七 キリ-ク 二条線有り。
一二四七 サ 光明真言有り。『上野国板碑集録』による。確認
できず。
一二五五 33? キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
（光明真言）/延文四年八月日/（光明真言）
一二六八 『上野国板碑集録』による。確認できず。
一二七七 サク（左）/
サ（右）
一二九九 サク（左）/
サ（右）
了妙禅尼/延文六年延月六日/□ 『上野国板碑集録』による。
一三〇九 キリ-ク
（上）/サ
（右）
『上野国板碑集録』による。
一三二二 『上野国板碑集録』による。確認できず。
一三二七 36 キリ-ク 二条線有り。
一三四二 38? キリ-ク 二条線有り。種子の一部に金泥有り。同屋敷内石
殿の中に有り。（群馬県史）/荒砥村郷土誌に
「貞治二年二月」とあるはこれか。（前橋市史）
一三五四 37 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
『前橋市史』による。確認できず。（群馬県史）
/粕川氏屋敷内より出土という。（前橋市史）
一三五五 キリ-ク 二条線有り。
一三五六 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
『上野国板碑集録』による。
一三六五 『上野国板碑集録』による。
一三七一 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
二条線有り。大胡町教育委員会保管。
一三八六 39 キリ-ク 『上野国板碑集録』による。確認できず。
一四〇九 キリ-ク 『上野国板碑集録』による。確認できず。
一四一〇 キリ-ク 前号と双碑か。『上野国板碑集録』による。確認
できず。
一四三八 キリ-ク
一四八一 『上野国板碑集録』による。
一五一八 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
一五四六 横沢元薬師薬師堂境内出土。『上野国板碑集録』
による。
一五五六 キリ-ク 勢多郡大胡町大字横沢字元薬師出土。『上野国板
碑集録』による。確認できず。
一五六二 キリ-ク 二条線有り。
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127
板碑 勢多郡宮城村馬場　堤浩一氏
蔵
永和 高３２．５、幅１６．５、
厚２．０
（部分）下欠
128
板碑 勢多郡粕川村室沢字観音山公
園
至徳二年 1385年 八月
129
板碑 勢多郡大胡町大胡　大島太平
氏蔵
至徳三年 1386年 八月 高４４．３、幅２３．５、
厚２．５
（部分）上下欠
130
板碑 亀里町　極楽寺 応永十年 1403年 三月 高８６．０、幅２６．５、
厚３．５
131
板碑 元総社町　徳蔵寺 応永十年 1403年 □月 高１００
132
板碑 本町三丁目　松竹院 応永廿六
年
1419年 三月廿
一日
高６６．０、幅１９．０、
厚２．３
133
板碑 本町三丁目　松竹院 永享三年 1431年 十月 高５５．５、幅１９．０、
厚１．８
134 板碑 二之宮町　虚空蔵様 康正元年 1455年 十一月
135 板碑 江原三郎氏蔵 文明三年 1471年
136
板碑 荻窪町　太田林平氏蔵 文明四年 1472年 高６２．０、幅２５．５、
厚２．３
（部分）上欠。中尊
種子半欠。
137
板碑 二之宮町　関口綱雄氏蔵 文明六年 1474年 高５２．０、幅１５．０
138
板碑 本町三丁目　松竹院 延徳四年 1492年 八月十
日
高６２．０、幅２０．０、
厚２．０
1
宝篋印塔 元総社町　第四区公民館 元亨二年 1322年 角閃石
安山岩
（屋蓋）高３３．０、幅５
１．５
（部分）屋蓋
2
宝篋印塔 元総社町　第四区公会堂敷地
内（十王堂と称す）
元亨 1321-
1323年
角閃石
安山岩
高３２．０、幅４７．４ （部分）中台
3
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 永和五年 1379年 八月二
一日
安山岩 （基礎）高２１．０、幅２
８．０
（部分）基礎
4
宝篋印塔 上細井町　岡庭修氏蔵 応永二年 1395年 八月
日
安山岩 （基礎）高２１．０、幅２
７．０
（部分）基礎
5
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 応永二年 1395年 一二月
三日
安山岩 （基礎）高３３．３、幅４
３．２
（部分）基礎
6
宝篋印塔 鳥羽町　大福寺境内 応永三年 1396年 一二月
二二日
安山岩 （基礎）高１８．３、幅２
６．５
（部分）基礎
7
宝篋印塔 川曲町　岡田家霊園 応永四年 1397年 三月一[
]
安山岩 （基礎）高１８．２、幅２
７．５
（部分）基礎
8
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 応永四年 1397年 三月二
一日
安山岩 （基礎）高１９．０、幅２
８．０
（部分）基礎
9
宝篋印塔 上細井町　粕川藤重屋敷内 応永四年 1397年 九月二
十日
安山岩 （基礎）高１７．０、幅２
１．７、全長８２．７
（部分）基礎・その
他の部材不明
10
宝篋印塔 上細井町　岡庭修氏蔵 応永四年 1397年 九月
日
安山岩 （基礎）高１７．３、幅２
５．０
（部分）基礎
11
宝篋印塔 元総社町　野村実氏蔵 応永七年 1400年 安山岩 （基礎）高２０．５、幅２
６．５
（部分）基礎
12
宝篋印塔 鳥羽町　大福寺 応永九年 1402年 一月一
〇日
安山岩 （基礎）高２４．０、幅３
６．０
（部分）基礎
13
宝篋印塔 鳥羽町　大福寺 応永一〇
年
1403年 四月一
〇日
安山岩 （基礎）高２０．０、幅２
７．０
（部分）基礎
14
宝篋印塔 元総社町　徳蔵寺 応永一三
年
1406年 二月二
一日
安山岩 （基礎）高２１．５、幅３
０．５
（部分）基礎
15
宝篋印塔 元総社町　総社神社境内　社
務所前
応永一四
年
1407年 九月一
三日
安山岩 (基礎）高１６．５、幅２
３．５
（部分）基礎２基
16
宝篋印塔 稲荷新田町　稲荷新田公民館 応永一五
年
1408年 四月一
三日
安山岩 （基礎）高１８．０、幅２
６．５
（部分）基礎と屋蓋
（『前橋市史』）
17
宝篋印塔 鳥羽町　大福寺 応永一八
年
1411年 二月二
〇日
安山岩 （基礎）高１９．０、幅２
９．０
(部分）基礎
18
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 応永一八
年
1411年 □月一
四日
安山岩 （基礎）高２１．０、幅３
０．５
(部分）基礎
19
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 応永一八
年
1411年 安山岩 記載なし （部分）基礎
20
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 応永一九
年
1412年 三月[
]
安山岩 （基礎）高１７．５、幅２
６．０
（部分）基礎
21
宝篋印塔 竜蔵寺町　渋川家墓地 応永二〇
年
1413年 三月
日
安山岩 （基礎）高２２．５、幅３
１．０
（部分）基礎と屋蓋
２基（『前橋市
史』）
22
宝篋印塔 鳥羽町　大福寺境内 応永二〇
年
1413年 二月二
十日
安山岩 高１９．０、幅２７．０ （部分）基礎
23
宝篋印塔 鳥羽町　大福寺境内 応永二〇
年
1413年 四月二
十日
安山岩 高１８．５、幅２９．５ （部分）基礎
24
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 応永二四
年
1417年 三月二
一日
安山岩 総高８５．０。（基礎）高
２４．５、幅２７．５
（一部欠損）相輪上
欠
25
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 応永二四
年
1417年 三月二
六日
安山岩 高８１．０（『勢多郡
誌』）
（一部欠損）九輪上
欠
26
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 応永二四
年
1417年 八月二
二日
安山岩 （基礎）高１８．０、幅２
７．０
（部分）基礎
27
宝篋印塔 亀里町　極楽寺本堂前 応永二四
年
1417年 安山岩 記載なし 寺域内の塔片を集め
一基に組み上げたも
の  
Mar. 2014 前橋市にある中世石造物の調査について 167 
県史番号 前橋市史 種子 銘文 銘文の位置 備考（県史・市史の備考）
一五七五 キリ-ク 二条線有り。
一六一四 『上野国板碑集録』による。
一六二〇 キリ-ク
一七二四 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
一七三一 40 キリ-ク（上）/
サク（左）/サ
（右）（前橋市
史には、左右の
記載無し）
『上野国板碑集録』による。確認できず。（群馬
県史）/現存する本堂須弥壇下にあり実測不能
（前橋市史）
一七七三 キリ-ク 法心/応永廿六年三月廿一日/禅
門
二条線・枠線有り。
一八〇八 キリ-ク 妙心/永享三年/ノ十月 線刻二条線有り。
一八四一 『上野国板碑集録』による。
一八五一 妙祐禅尼 『上野国板碑集録』による。
一八五四 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
一八五七 43 キリ-ク（上）/サ
ク（左）/サ
（右）（前橋市史
には、左右の記載
無し）
文明六年月日 種子に金泥の跡有り。『上野国板碑集録』によ
る。（群馬県史）/大図軍之丞氏調査。（前橋市
史）
一八七九 キリ-ク
（上）/サク
（左）/サ
（右）
延徳四天/道徳禅門/八月十日 線刻二条線有り。
三 元亨二[　　]　藤原[　　] 屋蓋段部
1 元亨 中台の段の
上面
六五 永和五年/八月廿一日/宗廣/（光
明真言）
基礎正面
一一〇 是造塔婆奉/□若（カ）繼立/応
永乙亥八月日/三十三回之忌
基礎正面
一一一 願主廣國（カ）/應永二/乚〓十
二月三日
基礎正面 上段に反花座有り
一一七 2 宝□禅門/應永三季/十二月廿二
日
基礎正面 基礎と他は同一年代ではない、左右側面に光明真
言の梵字を刻む（『前橋市史』）
一二〇 逆修　□□禅（カ）門（カ）/應
永二二年（カ）/三月十[　　]
基礎正面 両側欠
一二一 逆修/了忠禅門/應永四年/三月廿
一日
基礎正面
3 九月廿日/應永四年/□□ 基礎 各部分は同一時代のものではない
一二五 九月　　日/應永四年丁丑 基礎正面
一四四 逆修妙阿禅尼/石塔一□□/應永
七年庚辰
基礎正面 左右欠
一五〇 [　　　　　]/應永九年壬午/一
月十日敬白
基礎正面 四行とも文字を故意に削消したあと有り。
一五四 善慶（カ）/應永十年/壬（ママ）
午四月十日
基礎正面
一六四 □白/[　　　　]/應永十三年/二
月廿一日
基礎正面
一七二 4 右意趣者/過去〓（ママ）岩/喜
公庵主/應永十四年/九月十三日/
敬白/教子
基礎正面 基礎のみ重ねたもので、二段目の基礎に銘あり。
「教子」は孝子（『前橋市史』）、『前橋市史』
では九月十二日とする。
一七八 5 敬白/奉逆修□□/應永十五年/四
月十三日
基礎 同一個体と思われるが、『前橋市史』では所在地
を稲荷新田町西福寺墓地とし、「一三日」とよ
み、幅は２６．５とする。
一九五 妙法禅門/應永十八年/二月廿日 基礎正面
二〇一 妙清大師/應永十八年/□月十四
日
基礎正面
6 應永十八年 基礎
二〇四 寶照/大師/應永十九壬/三月[　　] 基礎正面
二〇八 7 逆修/秀尊権律師/應永二十年/三
月日敬白
基礎正面 基礎の上に屋外二基分（『前橋市史』）、『前橋
市史』では「二月□日」とする。
8 妙法禅門/應永廿癸巳年/二月廿
日
9 善広（？）/應永廿年/癸巳四月
廿日
基礎正面
二三八 逆修/永瑞禅門/應永廿四年/三月
廿一日
基礎正面 相輪上欠
10 應永二十四年/三月二十六日 記載なし
二四四 逆修/妙□禅尼/應永廿四年/八月
（カ）廿二日
基礎正面
11 應永廿四/逆修永瑞 記載なし 寺域内の塔片を集め一基に組み上げたもの（『下
川淵村史』）
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石造物 所在地 年号 西暦 月日 石材 法量 状態（完型・一部欠損・部分）
28
宝篋印塔 元総社町　木部誠弥氏蔵 応永二五
年
1418年 三月五
日
安山岩 （基礎）高１９．０、幅２
８．７
（部分）基礎
29
宝篋印塔 元総社町　長尾貞治氏蔵 応永二五
年
1418年 六月一
一日
安山岩 （基礎）高１８．３、幅２
８．３
（部分）基礎
30
宝篋印塔 野中町　大泉寺 応永二七
年
1420年 一〇月
四日
安山岩 総高７１．５。（基礎）高
１８．５、幅３０．５
（一部欠損）相輪上
部欠
31
宝篋印塔 上細井町　粕川藤重氏蔵 応永三〇
年
1423年 十月
日
安山岩 記載なし （部分）基礎
32
宝篋印塔 元総社町　縁切薬師 応永□年 1394-
1427年
八月□
日
安山岩 （基礎）高１９．０、幅２
９．３
（部分）基礎
33
宝篋印塔 富士見町横室　大友栄氏蔵 正長元年 1428年 八月吉
日
安山岩 総高１１８．５。（基礎）
高１４．０、幅２７．０
（一部欠損）相輪上
部欠
34
宝篋印塔 元総社町　長尾貞治氏蔵 永享二年 1430年 一〇月
一八日
安山岩 （基礎）高１４．９、幅２
１．５
（部分）基礎
35
宝篋印塔 元総社町　都木節章氏蔵 永享七年 1435年 三月一
八日
安山岩 （基礎）高１７．０、幅２
５．２
（部分）基礎
36
宝篋印塔 元総社町　都木節章氏屋敷内 永享七年 1435年 四月一
八日
安山岩 （基礎）高１７．５、幅２
５．２
（部分）基礎
37
宝篋印塔 元総社町　磯田惣市氏蔵 永享八年 1436年 五月一
四
（カ）
日
安山岩 （基礎）高２１．３、幅３
０．６
（部分）基礎
38
宝篋印塔 元総社町　四区公会堂敷地内
（十王堂と称す）
永享一二
年
1440年 一二月
二八日
安山岩 （基礎）高２１．５、幅３
２．０
（部分）基礎
39
宝篋印塔 元総社町 長尾貞治氏屋敷内
（土地では御別當と称す）
嘉吉三年 1443年 二月二
四日
安山岩 （基礎）高１６．５、幅２
５．０
（部分）基礎
40
宝篋印塔 元総社町　長尾貞治氏蔵 嘉吉三年 1443年 二月吉
日
安山岩 （基礎）高１６．３、幅２
５．４
（部分）基礎
41
宝篋印塔 山王町　関根貞夫氏屋敷内 嘉吉 1441-
1443
安山岩 高１７．７、幅２８．５ 不明
42
宝篋印塔 元総社町　釈迦尊寺 文安二年 1445年 四月五
日
安山岩 （基礎）高２５．０、幅２
８．６
（部分）基礎
43
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 文安四年 1447年 一〇月
一六日
安山岩 （基礎）高３１．５、幅３
４．０
（部分）基礎
44 宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 文安四年 1447年 安山岩 記載なし （部分）基礎
45
宝篋印塔 粕川町一日市　薬師堂 宝徳元年 1449年 一一月
六日
安山岩 （基礎）高２２．５、幅３
１．２
（部分）基礎
46
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 康正二年 1456年 安山岩 記載なし （部分）基礎
47
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 康正三年 1457年 二月一
六日
安山岩 （基礎）高２２．０、幅２
７．０
（部分）基礎
48
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 文明三年 1471年 八月一
八日
安山岩 （基礎）高２５．０、幅３
１．０
（部分）基礎
49 宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 文明三年 1471年 安山岩 記載なし （部分）基礎
50
宝篋印塔 下増田町　共有墓地 文明四年 1472年 一〇月
九日
安山岩 （基礎）高１７．１、幅２
３．８
（部分）基礎
51
宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 延徳三年 1491年 二月□
日
安山岩 （基礎）高２６．５、幅３
１．０
（部分）基礎
52 宝篋印塔 亀里町　極楽寺墓地 明応九年 1500年 安山岩 記載なし （部分）基礎
53
宝篋印塔 西善町　祝昌寺 永正八年 1511年 一月一
八日
安山岩 総高１５８．０．（在銘塔
身）高２３．５、幅２８．
０
（完形）すべて同一
期ではない『前橋市
史』
54
宝篋印塔 堀越町　長善寺 天文七年 1538年 一一月
二三日
安山岩 （基礎）高２９．０、幅２
８．０
（部分）基礎
55
宝篋印塔 龍蔵寺町　渋川家墓地 元亀二年 1571年 二月一
五日
安山岩 （基礎）高２８．０、幅３
３．５
（部分）基礎と屋蓋
（『前橋市史』）
56
宝篋印塔 駒形町　坂庭家墓地 天正三年 1575年 三月一
七日
安山岩 （基礎）高２４．７、幅３
１．０
（部分）基礎
本表の作成は、共同研究者太田まり子氏・本学３年生綿貫恵祐氏の協力を得た。  
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県史番号 前橋市史 種子 銘文 銘文の位置 備考（県史・市史の備考）
二五一 遠阿禅尼/□□卅季/應永廿五年/
戊戌三月五日
基礎正面
二五二 12 道法「居士」/六月/應永廿五年/
十一日
基礎正面 禅尼を削って居士と改刻(『群馬県史』）。五輪
塔の部分と組み重ねてあるもの基礎のみ。月日の
記入法に特色あり（『前橋市史』）
二六五 常慶禅尼/應永廿七季/十月/四日 相輪上部欠
二七九 13 應永卅年/十月　日/宝□禅門 基礎 『前橋市史』による。確認できず（『群馬県
史』）。銘文のある一部はコンクリートで固め不
明（『前橋市史』）
三〇〇 □□/[　　　　]/應永□年/八月
□日
基礎正面
二九六 奉逆修/善祥禅尼/正長元年/八月
吉日（光明真言）
基礎正面 相輪上部欠。塔身月輪内に胎蔵界四方仏種字有
り。
三一三 [　　　　]/永（カ）享二年
（カ）/十月十八日
基礎正面
三二五 妙徳（カ）禅尼/永享七年/三月
十八日
基礎正面 『前橋市史』14と同一か？
14 永享七年/四月十（？）八（？） 基礎 基礎の上段は段状ではなく、斜に切った作り出し
状になっている。『群馬県史』三二五と同一か？
三二八 15 七分全徳（ママ）/永享八年/五月十
四（カ）日/一結眾
基礎 同所に同期と思われる九輪部あり
16 道秀（？）禅門/永享十二年/十
二月廿八日
基礎 三区に区切られ、内側がくりぬかれている（『元
総社町誌』）
17 [　　　]/妙主□禅門/嘉吉三年/
二月廿四日
基礎
三五八 逆修/妙意禅尼/嘉吉三年/二月吉
日
基礎正面
18 嘉吉[　　　]
三六三 妙秀禅門/文安二季/四月五日 基礎正面
三七一 逆修敬白/経玉二部/四部衆/文安
四年/十月十六日
基礎正面
19 山王宮前にあり基礎のみ（『下川淵村誌』）
三七三 保徳/元年巳己/十一月/六日 基礎正面 保徳は宝徳の私年号
三八九 20 康正二年/□/逆修□□□ 基礎正面 『下川淵村誌』による。確認できず（『群馬県
史』）。基礎のみ（『下川淵村誌』）（『前橋市
史』）
三九〇 逆修/慶廣禅尼/康正三年丁丑/二
月十六日
基礎正面 一区に枠取り。
四〇六 照山/浄光禅定門/文明三年/八月
十八日
基礎正面 一区に枠取り。
21 基礎のみ（『下川淵村誌』）
四〇八 逆修/[　　　]/文明四年/壬申十
月/九日
基礎正面
四二五 延（カ）徳三年/（光明真言）/
辛亥二月□日
基礎正面 年号は枠上に有り、光明真言は枠内四面に有る。
22 基礎のみ（『下川淵村誌』）
四四四 23 [　　]守公庵主/永正八年羊辛/
正月十八日敬白
塔身正面 同一時期のものでない。寺では名馬スルスミの墓
と伝える。九輪、屋蓋はやや年代上る（『上毛金
石文年表』『うもれた文化財』
四五七 為悦山全洛居士/天文七年戊戌/
霜月廿三日敬白
基礎正面
四八一 24 奉願修石塔/乗海法印/元亀二年
辛未/二月十五日
基礎正面 二区に区切る。帯幅広く３．５
四八四 （基礎正面）天正三年/「坂庭」
/三月十七日　（側面）「今七」
基礎正面・
側面
一区に枠取り。「　」内追刻。
